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　 の調査によれば、 年 で 本大

の 者で 設 （ よ

を ）に する世 は であり、 年

（ ）より 以上 した注 ）。一 、

城 と 内 町（ 、 理町、 、

、 町）の 同調査（ 年 ）によ

れば、 設 に ける 以上の 者の割合は

、 者世 は と として い割合を占

めている注 ）。そうした中、 、 城、 の で 設

での「 」が 年 までの合計で 人に上り、

年以 年 していることが されている（

年 ）。 の

により 設 からの 出が 中で 設 では

が え、 設 に らす 者は しがちとなり、

の目も きにくくなっている。また、 年が

し、 いは 実に 行し、認 身体の えに す

る様 な も ている。このように、 の 設

に ける 者の は年 しさを してきて り、

設 に いていかにして 者の を 、その

を えていくかということが の となっている。

　そうした中、 本大 に いては くから

が 地各 に対して「 者 の ー 」（以

下、 者 ー ）の設置を めた注 。これは 設

内の 者 がい者 の を する

ため総合相 ー 、 ー 、

ー を 的に する 設であり、 全体では

が設置され、大 でも 年 より

が設置された。この 者 ー は 者に

ー を する けでなく、 ー の

地域 と 設 者との ー としての

割も期 されて り、 者の を え、 を

ぐ り みとして期 される。
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では、 者の 社 的 が 設 内の

ニ の と関 していることが されてき

た。一 、 本大 については、 設 者の

実 、 に関する ）な い

くつかの基 的な が行 れてきたが、 者の

に関する は とん 行 れていない。そうした

中、 者ら ）は 大 の 設 を対象として、

の ニ の の違い 設 に ける

ニ が 者の 関係の に一定の 割

を果たしていることを明らかにした。

　一 、 設 に ける 者 ー については、

か が 全体を対象として 者 ー

の ー 内 、 体制、平 計 な を

的に明らかにしたが、 の 者 ー の

体的な 実 設 の 者に す影響 につい

ては されていない。 の 場では 者 ー

本 の 割を果たしていない場合があることも され

て り 、 の 者 ー の 実 を す

ることが である。そこで 者らは に いて

大 の つの 設 に 設された 者 ー

を り上 て、それらが 設 の 者の 関係に

す影響について した ）。大 は 年

より 設 員（以下、 員）制度を し注 ）、

設 での ニ り 設 の り との

な の ニ にいち く り んできた ）。こ

のような 員による ニ と 者 ー

を た 者 の に り んできた大

は、 設 に ける 者 のあり について考える

うえで 的な 例と位置 けられる。

　これらを まえて本 では、大 内に設置された

つの 者 ー すべてを対象として、 者の

という から として 者 ー の

地域 に を当てて、 体的な 実 と 者

の を明らかにすることで 者 ー と 設

の 者との関係について する。 者 ー

が する の ー は 設 の地域

ニ と結 つくことで めて総合的な よ

に つと考えられる。そのため、 者 ー

が 設された 設 と 設されていない 設

では 者の 体調、 に違いが られることが

される。そこで本 では つの 者 ー の

比 を て、 のような場合に 者 ー が地

域 ー として に するのか、その を

明らかにすることによって、 設 に ける の

者 ー のあり に関する基 的な を ること

を目的とする。

と

　本 は 大 に位置する 、 、 、 の つ

の 者 ー （ 設、 設、 設、 設）

を対象とする注 ）。これらの 設はそれ れ特定の 設

（ 設 設、 設 設、 設 設、

設 設）を ー 対象とするが（図 、表 ）、

それ れの ー と 設 との関係は大きく異な

る。 設は 設に 設されて り 所とも して

いる。 設は 設に 設されているが、 設からは

距離的にかなり く は である。 設は

設に 設されてはいないが、両 設から 程度の

歩 内にある。 設は対象とする 設のいずれか

らも く、実 的に 設からの は である。

　これら つの 者 ー が する つの 設

も ニ の は大きく異なる（表 ）。
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設 は様 な地域から して り、 以 の地域

ニ が とん されていない。一 、 設

と 設は、それ れ 全員が 地 よ 地 の

であり、 以 の地域 ニ が されている。

また、 設 は のいくつかの地 の出身者に

よって されて り、 以 の ニ がある程

度 されている注 ）。

　本 ではこのように つの 者 ー と つ

の 設 を対象として、 の まいの 所

のニー に えて 者 ー の の とそ

の内 、 な について ン ー 調査を行い注 ）、そ

れ れの を した 表 。また、 設

の ン ー 調査で ンタ ー調査の が られた

人（ 設 人、 設 人、 設 人、 設

人、 設 人、 設 人、 設 人、 設

人）に ンタ ー調査を実 して、 者 ー

に対する 者の を明らかにした 表 表 。

ンタ ー内 は 出 、 、 所注

の 、 者 ー の である。また、

つの 者 ー の タ に対して ング

を行い、 実 対象者との 体的な関 り を明

らかにした。

と ー の 関係

　 のように、 つの 者 ー と 設 と

の位置関係はそれ れ大きく異なって り、そのことが

設 の 者による 者 ー の に

も大きな影響を している。例えば、 設から 設

までの距離は 、 設から 設までは 、

設までは 、 設までは もあり、

の った 者では 車を しなければ 的に う

ことは である。

　一 、 設と 設はいずれも 設 に 設して

り、 設も 設、 設から 歩 内にあるため、

設 の 者が 的に することは な にあ

る。しかしながら、これら つの 者 ー につ

いても、さらに しくみると 設 の 者による

のし すさは ずしも一様ではないことが かる。図

に されるように、 設は最大 以上の大
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設 であり、 設 中 の 所から 者

ー までは 以上離れて り、その は歩きにく

い 道である。 所と 、 ー の も

いに 以上離れて り、 上の を りにくい。

一 、 設は総 数 りで比 的 ンパ にま

とまって り、 設中 から 者 ー までは

数 の距離である。 所と 者 ー も

して り、 上の も り すい。

　図 に すように、 設は 設、 設から 歩

内にあるものの、それらを結 道が 道で、 者にとっ

て歩いて 的に うには しい 地となっている。この

は ンタ ー調査でも「場所が いのでそこまでの

が大 」という が かれたことからも かる。

5 ー に ン

　 者 ー では 者 設 の

を するために、総合相 の ー を行

うが、それ以 にも様 な ン を行っている。こうし

た ン の場が 者とその他の 設 地域

との の場になっていると考えられる注 ）。そこで以下

では、 者 ー が行った ン の内 を

することで、 の場としての 者 ー の 割

を明らかにする。 年 に

設 で行 れた ン のうち 者 ー に

よるものを 理して表 に した。

　 設での ン は、 の 体

ー ングな の 設 を対象とする ン と、特定

者を対象とした な の ン があ

る。 が な 者の場合には タ が 設を

して ー を行っている。このように、 設の タ

は を とする特定 者 が な 者

の をよく している。また、特に ン がなくと

も 設で をしたり、 員と し べりをしに

ってきている 者 たちが られる。その か、

設 の 員と して 所との ン が な

り合 ないように調 したり、特定 者の 、

員がいない に 設内の り な を行う。

　 設での ン は、 の 体 他 体による

「 っこ」「元 ン」な の ン を行って り、

設 を対象とする ン が く られる。 ン に

関しては、 設 であっても 設までの はして

らず、 で ることのできる人のみを対象としている。

特定 者に対しては があった人のみ して り、

がない人 の は行っていないため、 者の

を 全には できていない。 員との は、 ン

が ならないよう調 したり、一 に 体 を行な

ったりしている。

　 設での ン は、 に に を行う「

たすけ 」、 に 期 者を対象とした

体 を行なう「 」が されている。これらの

ン は に していない が く して

り、 設 が しにくい がある。また、

場所は 、 設 の くに設置されているが、 中に

な 道があり、 の った 者が いにくいという

も 設 から がっている。 設の 員が 設

ン の に行くな しているよう が、これ

らの のため 設 で して 設を して

いる人は とん みられない。 員との は とん

って らず、 いに しないという タン をとっ

1 　 ン
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ているため、 ン が なることもある。

　 設では地域 と との 世 ン な

を行っている かは、 ー としてみなし 設 う

つ 者 を しているが、 する 設 で

の ン は行っていない。

　以上のように 設 に 設された 者 ー

（ 設）では 設 も 者 ー での

ン に することで、 者 ー を す

る 者と 設 とのある程度の が られるが、

設 に 設されていない 設では ン に 設

が することもなく、 者 ー での 者

と 設 との は とん られない。また、 設

では タ が の 者の を から し

な を行うことで、 所での ン には できな

いような特定 者にも ン の を してい

る。一 、 設内に 者 ー が 設されている

設に いても 設 との ン は かれてい

るが、特定 者 の 的な は行 れていないため、

ン に できる 者は 定 しがちである。

ン ー ー の

　以下では、 設 の ン ー 調査の結果から

両 設 に ける 者 ー の を

する。

1 ー とが

　図 より、 者 ー が 設され 所にも

している 設（ 設 ）では「 したことがあ

る」の割合が を占める。 者 ー が 設さ

れているが 所から離れている 設（ 設 ） 、

設されてはいないが 設 から 歩 内にある 設

（ ）では、「 したことのある」の割合は 設

大きくない。 者 ー から く離れている

設（ ）では「 したことがない」と「

らなかった」が 半数を占める。また、世 類 にみる

と、 設を く大半の 設で一人 らし世 に いて「

したことがない」 よ 「 らなかった」が 以上

が、 設では 世 の 割 が「 したこと

がある」と している。

2 ー

　 者 ー が 設されている 設では「

以上」 している 者の割合が 、 設は

の割合を して り、 設 の 者によって 的

に されていることが分かる。一 、 者 ー

が くに設置されている 設では「 」がそ

れ れ 、 を占め、あまり 的に っている人は

られない。 者 ー が くにない

設では して している人は られない（図 ）。また、

世 類 で ると、 設に いて一人 らし世 の

数「 」が半数を占め、他の世 と比べて

数が ないことは特 的である。

ー て

　 者 ー が 設されている 設、 設で

は えた人が 割 られるが、 者 ー が

くに設置されている 設、 設では らない人が

、 である（図 ）。この は で した

数とも関 して り、 設に 設され 的に 度も

図 　 ー とが
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できる 設に いて 関係が み出され すいことを

していると考えられる。

ー とが い

　 までで明らかにしたように、 設 による

者 ー の はその設置 （ 設、 、

）によって大きく異なる。本 では 者 ー

の を る をより 細に明らかにするために、

設を対象として 者 ー を した

ことがない理由について する。

　各 設の全体的な を した図 を ると、「 らな

い人たちがいるとこ は行きたくない」という理由が

者 ー が している 設にみられるが、

設内に 設されている 設では られないことが

かる。この は よ で たように 者 ー

の 的な を て たな 人を した人が

い 設に比べて、 数も たな 人も ない

図 5　 ー 　
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図 9　 ー とが い ー が に さ てい ）

図 　 ー とが い ー が 内に さ てい ）

図 1 　 ー とが い ー が に さ てい ）
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設の特 を していると考えられる。

　一 、 設の一人 らし世 では「場所が いので

そこまでの が大 」という がそれ れ と

を占める（図 ）。 設の 者 ー は 設内

に 設されているが、 でみたように 設 地の

に位置して り、 設内での も ずしも ではない。

また 設も 者 ー に してはいるが

ー となる道路は 道で距離も長く、 は で

はない。この は特に 者を にくい一人 らし世 に

とって大きな になっていると考えられる。

　次にこうした を 者の年 よ に基 いてさ

らに しくみたい。「場所が いのでそこまでの が大

」という は、 設では の 期 者一人 ら

しと の 期 者一人 らしで、 設では 期

者 世 と 期 者のすべての世 で ら

れ（図 ）、特に身体 が低下しがちな 期 者に

とっては 歩 内であっても一定以上の 距離 道路の

（ 、 道）が を ていることが か

る。また、「 らない人たちがいるとこ には行きたくない」

という は 設の 期 者一人 らし（ ともに）

で一定数 られる（図 ）。 で したように、

設を対象とする 者 ー の 設は 設 にあ

るため 者以 の も に している。その

結果、 設 、特に一人 らしの 設 に き

がたさを さ ている は 定できない。

5 の に ー

が 場 い

　 設 出 、 のそばに 者

ー があった場合に したいか たとこ 、

設の一人 らし世 で したい人の割合が く、

全体的にみても一人 らしの世 で したい人の割合が

半数を占めている（図 ）。 でも たように 者

ー の一人 らし世 による 実 は られた

ものにと まっているが、それは ずしも「 したくな

い」を するものではないと考えられる。図 からは

さえ えば 者 ー を したいと考えて

いる一人 らし 者が なくないことが み れる。

の ン が ー

い

　それでは、 のような ン があれば 者

ー を したいか たとこ 、 では「

所を する元 者との 」が最も く、特に一

人 らし世 で 半数を占める（図 ）。 者の き り

では、 の場である 所に行くのは が ける

が 者 ー なら行き すいという一人 らし

図 12　 の ン が ー

い

図 11　 の に ー が 場 い
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者の が く かれた。上記の は、できれば

者 ー で したいという らの の表れと

考えられる。一 、 では「 分と同 ように体が

由な人と体 な ができる」という が最も くみられ、

期ともに他の世 に比べて一人 らしで い割合を占

める。 者のこれまでの によれば、 者は

者に比べれば 的に 設 所を れて を し

人が いが、身体が 由で に が な

一人 らしの は他人に をかけないように に

こもりがちになる場合が い。上記の は、 者

ー がこうした人たちでも なく でき、同

ような を える人と できる場であって しいと

いう の表れであると考えられる。

ー に の

　 ン ー 調査の結果から 者 ー の

を してきたが、 者 身はそれ れの 者

ー に対して 体的に のような認 をもっているの

うか。その を ンタ ー調査の結果を いて

的に してみたい。

　表 表 に 設 の 者のうち 者

ー を よ これまでに したことのある

について、 者 ー の 体的な と

それに対する をまとめた。以下、それらのうち 表的

な 例を する。

1 　 さ 　 期 性 について

　 者 ー を 的に して り、 っ

て タ 他の 者と し べりをするな 、

由な い をしている。小 設が 設 に

したので を けられなくなった の な の を

らし めている。

2 　 さ 　 期 性 について

　 期 者 が、 所、 ニ 所、 者

ー での を 年から している。 者

ー の タ とも い関係を いて り、以 の

ニ がない 設で たな ニ を し、

できている人である。

　 さ 　 期 性 について

　 者 ー が 設されている 設 が、体

的に で うことのできない さんにまで が いて

いない。 設 は 員の 人の けが

的にあったが、その 人が に し、 では

員の のみになっている。

　 さ 　 期 性 について

　以 の 所の人との関 りは いて り、 設 でも

たな 関係ができ、それを してきたが、体調を

し、 ン も 関係も けることが しい と

なった。 で 者 ー に うことができない

さんの を 者 ー の タ は して

らず、 り かけも行っていない。その結果、

さんが とする ー を 者 ー は

できていない。

5 ー に もの

　 者 ー が 設されている 設 では、

さんのように ン がなくとも い、 由な い

をし めている人が られ、 ー を ける場か

ら 所のような たちが まる場 と していって

いる。また 設 と同 く、 設内に 者 ー

が 設されている 設 では、 さんのような元

な 者は 設 で たな を ち、 者 ー

も している。しかし、 設 の 者

ー は 分の で ることのできる のみを対象とし

ている か、 り も があった けという け

身の なため、 で うことのできない さんのよう

な は が いていないことが明らかとなった。また、

このことは 設の くに 者 ー が設置されて

いる 設の さんでも同様である。 の に

者 ー があった場合 したいという が特

に一人 らしから く出ているため、

に 設されるような 者 ー を設置して

いく がある。　

1 　 さ てい の ー の

に 　

1 　 に さ てい の ー

の に

： の

： の

M
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（最 年 ）

注 ） 城 保 「平 年度 設

者 調査結果」 年 。な 、 と について

は同様の調査は行 れていないため、最 の を するために 城 の

調査結果を り上 た。

（最

年 ）

注 ） 「 設 地域に ける 者 の ー

の設置について」 年 け

注 ）この制度は 上 の のもとで 年 に され、大 内

の の 設 地に対して最大 の 員が 置された。 上 の

が した も、 年度からは の 員制度を した大

の として されている。

注 ）大 内の つの 者 ー には の 員が 置され、

者 の対 にあたっている。また の はいずれも

である。

注 ） 設 の ニ の の違いが 設 者の 関係

に える影響については、すでに の ） よ ）に いて

したので、本 で することはしない。

注 ） つの に複数 の ン ー を して各世 に 布し、記

な世 員すべてに記 してもらった。そのため、以下の ン ー 結

果の分析は人数を単位とする。

注 ） 所とは、 設 の が することを目的で られたもので、

ン 、 な の ン の 、各 の が行

れている。

注 ） 設 の の場としては 設 の 所も同様の を果たし

ていると考えられるが、 所はあくまで の場であり、 者の

を目的とするものではない。そのため、例えば身体が

由な 者 認 を う 者は 所での ン には しにくい場

合もある。その で、 者 ー で ン を することは

者と 設 の の を するうえで な を つと考えられ

る。

注 ）「 者 ー が地域 ー として に する」と

いうのは、 にも べたように、 者 ー が ー の

けでなく各 地域 と 設 者との ー と

して することを す。 体的には本 で した 数 ン の実

、 者の を総合的に して した。

中 人 か 「 設 に ける「 」の 実 とそ

の 」 本 計

）平 か 「 本大 の 確保に関する 者の実

」 本 計 、平

か 「 本大 に ける 者の 」 本 計

　 、 「 内の

り上 設 での 者の と 実 」 本

計 　 、 「 内の

設 としての の り上 に ける の実 」 本

計 　

）中 子 か 「 設 に ける 者の に関する

その 者の と ニ に 目して 」 本

、中 子 か 「

設 に ける 者の と の 設 に け

る 者の に関する その 」 本

か 「 本大 に ける 者 の ー に

関する を 例として」 本 大

計 、 か 者 の ー

の計 定に けた基 的 本大 に ける の実 と

設 を 例として 本 計

） ン ー ー 『 本大 設 ー ンターの実 調査

と調査に基 く 』特定 人 広域 ー

ン ー ー

）中 子 か 「 者 ー の が 者の 関係

に す影響 設 に ける 者の に関する その 」

本

） 広人「 体 による 設 員 置 大 と

上 による しい のかたち」

と

　本 では、 大 の つの 者 ー

を対象として、 設 の 者による 実 を

明らかにするとともに、 者 ー が地域

ー として に する注 ） を明らかにするこ

とを みた。その結果を以下にまとめる。 ） 者

ー の設置にあたっては、 の対象とする 設

にできる け していること、できれば 設されて

いることが ましいと考えられる。しかしながら、

設の例に されるように 設内に 者 ー が

設されていても、 所の場所から離れている

と くて えないという が一人 らしの 者から出

ていることから、 距離であっても ー が

である。

　さらに、 ）一人一人の 者の を 者 ー

の タ が して、 な を して

いくことが められる。 ンタ ーの 例に された

ように、 設の さんのような元 な 者には 者

ー からの が いているが、 設の さん

のように 分 けでは うことのできない人には な

が いていない も られた。このようなそれ

れの 者の の違いを することで、 な

を することが となると れる。

　本 の目的は 者 ー が地域 ー

として に する を明らかにすることであるが、

それは 者 ー が 所 と同 もの

になることを する けではない。 者 ー

の地域 は地域 ニ と しながら

設 者の を ぐものである。その で、

設を対象とする 者 ー 設に いて、地

域 が ンの 者になった結果、 設 者が

しにくくなってしまったことは すべき であると

考えられる。 設 者の を として地域 と

の をはかり、 を ぐ を する があ

る う。そのためには、 設 設のように 者

ー の タ が 設 員とも して、

設 所との調 をはかることも められる う。

　調査に いた いた 設 の されている

の 様、 設 の 員の 様、 員の 様に記

して を し上 ます。本 には平 年度 （基

（ ）、 表者 中 子）と平 年度 （基

（ ）、 表者 中 子）の一 を した。

注 ） 『 本大 からの の と 』 年
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